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今
回
の
指
針
で
は
、 

○
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
や
廃
止
・
統
合 

○
民
間
委
託
な
ど
の
推
進 

○
定
員
管
理
の
適
正
化 

○
経
費
節
減
な
ど
の
財
政
効
果 

　
な
ど
の
７
項
目
に
渡
り
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
平
成

21
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
明
示
し
た
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
川
辺
町
で
は
、
「
川
辺
町
第
４
次
行
政

改
革
大
綱
」
と
そ
の
年
次
別
の
取
り
組
み
を
示
し
た
「
川

辺
町
第
４
次
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
そ

し
て
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
を
『
川
辺

町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
川
辺
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
60
年
度
に
初
の
「
川
辺
町

行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
以
来
、
平
成
７
年
度
に
「
川
辺

町
第
2
次
行
政
改
革
大
綱
」
、
平
成
12
年
度
に
「
川
辺
町

第
3
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
そ
の
時
代
に
合
っ

た
行
政
改
革
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
「
川
辺
町
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
若
手
職
員
で
組
織
さ
れ
た
行
政
改
革
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
お
よ
び
町
内
有
識
者
、
各
種
団
体

の
代
表
者
で
組
織
さ
れ
た
行
政
改
革
推
進
協
議
会
に
お
い

て
過
去
３
回
の
行
政
改
革
よ
り
も
厳
し
い
姿
勢
で
協
議
、

検
討
を
重
ね
、
５
本
の
柱
を
中
心
に
41
の
施
策
項
目
に
お

よ
ぶ
大
綱
（
基
本
目
標
）
を
定
め
ま
し
た
。 

  これまでも各自治体において、積極的に行政改革の推進にこれまでも各自治体において、積極的に行政改革の推進に努めてきたものの努めてきたものの 、
その進捗状況については、国民の厳しい視線がますます向けられており、今後は、
この状況を改めて認識したうえで、より一層の改革を進める必要があります。 
　そこで、国から、平成　そこで、国から、平成1717年3月2929日に「地方公共団体における行政改革の推日に「地方公共団体における行政改革の推
進のための新たな指針」が示されました。 

  これまでも各自治体において、積極的に行政改革の推進に努めてきたものの 、
その進捗状況については、国民の厳しい視線がますます向けられており、今後は、
この状況を改めて認識したうえで、より一層の改革を進める必要があります。 
　そこで、国から、平成17年3月29日に「地方公共団体における行政改革の推
進のための新たな指針」が示されました。 



3

 
職
員
定
員
の
適
正
管
理
 

　
①
事
務
事
業
・
組
織
機
構
を

　
　
見
直
し
、
職
員
定
員
管
理

　
　
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

 
②
退
職
者
の
補
充
お
よ
び
新

　
　
規
採
用
の
抑
制
を
継
続
す

　
　
る
と
と
も
に
、
勧
奨
退
職

　
　
制
度
と
再
任
用
制
度
を
活

　
　
用
し
、
定
数
の
削
減
を
図

　
　
り
ま
す
。 

　
③
平
成
22
年
度
末
に
は
職
員

　
　
定
数
を
１
１
７
人
か
ら    

　
　
10
％
減
の
１
０
５
人
と
し

　
　
ま
す
。
な
お
、
実
職
員
数

　
　（
教
育
長
含
む
）
に
つ
い
て

　
　
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日

　
　
現
在
の
１
１
４
人
か
ら

　
　
平
成

22
年
４
月
１
日
現

　
　
在
に
お
い
て
１
０
０
人
と

　
　
し
、
純
減
率
12
．
３
％
と

　
　
し
ま
す
。 

 
上
米
田
支
所
の
廃
止
 

　
①
上
米
田
支
所
を
廃
止
し
ま

　
　
し
た
。 

 
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
業
務

　
の
民
間
委
託
 

 

①
調
理
員
の
退
職
に
対
し
て

　
　
は
、
嘱
託
員
で
対
応
し
ま

　
　
す
。 

 
②
平
成
18
年
度
中
に
給
食
セ

　
　
ン
タ
ー
の
調
理
業
務
の
民

　
　
間
委
託
の
可
否
を
検
討
し

　
　
ま
す
。 

  
公
共
施
設
の
民
間
委
託
の
導
入
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
　
①
や
す
ら
ぎ
の
家
や
海
洋

　
　
　
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン

　
　
タ
ー
等
の
公
共
施
設
に
つ

　
　
い
て
、
民
間
委
託
へ
の
移

　
　
行
が
可
能
か
ど
う
か
平
成

　
　
18
年
度
中
に
検
討
し
ま
す
。 

 
土
地
開
発
公
社
の
廃
止
 

　
①
美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
用
地

　
　
の
国
土
交
通
省
に
よ
る
再

　
　
取
得
が
平
成
20
年
度
で
終

　
　
了
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　
　
平
成
21
年
度
に
土
地
開
発

　
　
公
社
の
廃
止
を
す
る
こ
と

　
　
を
検
討
し
ま
す
。 

 
住
民
参
画
制
度
の
検
討
 

　
①
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
懇
談

　
　
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
②
テ
ー
マ
別
ま
ち
づ
く
り
懇

　
　
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
③
出
前
講
座
を
促
進
・
充
実

　
　
し
ま
す
。 

　
④
行
政
Ｐ
Ｒ
マ
ン
派
遣
制
度

　
　
を
検
討
し
ま
す
。 

　
⑤
政
策
形
成
時
点
に
お
け
る

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
住

　
　
民
意
見
集
約
制
度
）
の
導

　
　
入
を
検
討
し
ま
す
。 

 

 
事
務
の
見
直
し
 

　
①
申
請
書
類
の
簡
素
化
、
閲

　
　
覧
図
書
類
の
電
子
化
を
実

　
　
施
し
ま
す
。 

　
②
道
路
用
製
品
等
二
次
製
品

　
　
の
採
用
拡
大
や
新
工
法
の

　
　
活
用
及
び
機
械
化
施
工
の

　
　
積
極
的
な
活
用
を
引
き
続

　
　
き
推
進
し
ま
す
。 

　
③
長
期
継
続
契
約
の
可
能
な

　
　
契
約
に
つ
い
て
は
単
年
度

　
　
契
約
を
見
直
し
、
事
務
の

　
　
合
理
化
を
図
り
ま
す
。 

　
④
工
事
な
ど
の
検
査
に
つ
い

　
　
て
、
専
門
知
識
を
有
す
る

　
　
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
し

　
　
て
、
検
査
体
制
の
充
実
を

　
　
図
り
ま
す
。 

  
需
用
費
等
の
課
別
総
額
管
理

　
方
式
の
導
入
 

　
①
経
費
の
課
ご
と
の
総
額
表

　
　
を
作
成
し
て
管
理
を
行
い
、

　
　
価
格
変
動
が
大
き
い
燃
料

　
　
費
、
光
熱
水
費
以
外
に
つ

　
　
い
て
課
ご
と
に
削
減
し
、　

　
　
総
額
で
毎
年
５
％
の
抑
制

　
　
を
行
い
ま
す
。 

 

 
下
水
道
事
業
及
び
計
画
の
見
直
し
 

　
①
下
水
道
の
補
償
工
事
の
見

　
　
直
し
を
行
い
、
工
事
費
を

　
　
５
％
削
減
し
ま
す
。 

　
②
地
形
的
に
個
人
負
担
が
嵩

　
　
む
地
域
の
整
備
手
法
に
つ

　
　
い
て
、
合
併
浄
化
槽
等
の

　
　
代
替
施
設
に
よ
る
整
備
を

　
　
検
討
し
ま
す
。 

　
③
迂
回
路
の
確
保
が
困
難
な

　
　
地
域
に
つ
い
て
は
、
交
通

　
　
規
制
を
考
慮
し
た
工
区
分

　
　
け
に
よ
り
年
間
事
業
費
の

　
　
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

　
④
年
間
事
業
量
に
合
わ
せ
た

　
　
職
員
数
の
見
直
し
を
行
い

　
　
ま
す
。 

　
⑤
水
洗
化
向
上
の
た
め
、　
広

　
　
報
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
水
洗
化

　
　
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 
各
種
行
事
の
再
検
討
 

　
①
主
催
団
体
と
協
議
し
、
統

　
　
合
な
ど
が
可
能
か
検
討
し

　
　
ま
す
。 

 
教
職
員
住
宅
の
整
理
・
縮
小
 

　
①
教
職
員
の
入
居
ニ
ー
ズ
の

　
　
変
化
に
よ
り
、
入
居
者
数

　
　
も
減
っ
て
き
た
た
め
、
現

　
　
在
４
か
所
あ
る
教
職
員
住

　
　
宅
の
う
ち
、
老
朽
化
し
た

　
　
２
か
所
（
福
島
・
比
久
見
）

　
　
を
平
成
20
年
度
に
廃
止
し

　
　
ま
す
。 

Ⅰ １
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し 

１
、
住
民
参
加
の
促
進 

１
、
事
務
改
善
の
推
進 

2
、
事
業
の
見
直
し 

２
、
組
織
・
機
構
の
廃
止
、 

　
　
民
間
委
託
の
検
討 

 部　　　門  H17.4.1 
現   在 

 H22.4.1 
現   在 

 新規採用 
見　　込  退職見込  削 減 数 

 合　　　計 

一般行政部門 

特別行政部門 

公営企業部門 

80人 

21人 

13人 

 114 人 

8人 

0人 

0人 

 8 人 

16人 

5人 

1人 

 22 人 

72人 

16人 

12人 

 100 人 

8人 

5人 

1人 

 14 人 

組
織
・
機
構
の
改
廃 

Ⅲ 

事
務
事
業
の
見
直
し 

Ⅱ 

開
か
れ
た
町
政
の 

推
進
と
住
民
参
加 

の
促
進 



Ⅳ 
財
政
健
全
化
の
推
進 

1
、
経
費
支
出
の
見
直
し 

3
、
基
金
の
見
直
し 

4
、
人
件
費
の
削
減 

2
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化 

4

 
滞
納
整
理
の
強
化
 

　
①
平
成
16
年
度
か
ら
行
っ
　

　
　
て
い
る
県
税
務
職
員
と
の

　
　
相
互
交
流
を
継
続
し
、
交

　
　
流
先
で
滞
納
整
理
事
務
の

　
　
実
技
指
導
、
実
務
研
修
を

　
　
受
け
、
徴
収
技
術
の
向
上

　
　
を
図
り
ま
す
。 

　
②
県
と
の
協
力
体
制
を
強
化

　
　
し
、
ま
た
、
徴
税
専
門
の

　
　
嘱
託
職
員
を
活
用
し
た
、

　
　
差
押
え
に
よ
る
滞
納
処
分

　
　
を
検
討
し
ま
す
。 

　
③
現
年
課
税
分
、
滞
納
繰
越

　
　
分
合
わ
せ
て
、
各
年
度
２

　
　
０
，
０
０
０
千
円
の
徴
収

　
　
増
を
図
り
ま
す
。 

  
遊
休
土
地
の
処
分
 

　
①
旧
法
務
局
跡
地
な
ど
の
計

　
　
画
的
な
処
分
に
努
め
ま
す
。 

  
駐
車
場
の
確
保
と
使
用
料
の

　
徴
収
 

　
①
職
員
駐
車
場
を
新
た
に
確

　
　
保
し
、
職
員
の
車
は
そ
ち

　
　
ら
に
移
動
さ
せ
、
庁
舎
前

　
　
の
外
来
者
用
の
駐
車
ス
ペ

　
　
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。 

　
②
職
員
か
ら
徴
収
す
る
駐
車

　
　
料
金
で
駐
車
場
の
賃
借
料

　
　
を
負
担
し
ま
し
た
。 

 
保
育
料
 

　
①
保
育
料
の
課
税
階
層
、
年

　
　
齢
階
層
の
見
直
し
を
検
討

　
　
し
ま
す
。
た
だ
し
、
急
激

　
　
な
負
担
増
と
な
る
場
合
は
、

　
　
改
定
率
を
設
定
し
、
緩
和

　
　
措
置
も
検
討
し
ま
す
。 

　
②
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
原
価
（
コ

　
　
ス
ト
）
を
明
確
に
し
、
受

　
　
益
者
負
担
（
応
能
負
担
）

　
　
を
原
則
と
し
て
、
本
来
負

　
　
担
す
べ
き
保
育
料
の
設
定

　
　
を
行
い
ま
す
。 

　
③
保
育
料
が
免
除
さ
れ
て
い

　
　
る
保
護
者
な
ど
の
負
担
の

　
　
要
否
を
検
討
し
ま
す
。 

  
住
宅
使
用
料
 

　
①
川
辺
西
タ
ウ
ン
の
住
宅
使

　
　
用
料
の
積
算
根
拠
と
な
る

　
　
利
便
性
係
数
を
適
正
に
見

　
　
直
し
、
平
成
18
年
度
か
ら

　
　
家
賃
を
見
直
し
ま
し
た
。 

 

 
上
・
下
水
道
使
用
料
 

　
①
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し

　
　
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
継

　
　
続
中
で
水
洗
化
の
向
上
も

　
　
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
時
期
で
、
近
隣
市
町
村
の

　
　
料
金
も
据
え
置
か
れ
て
い

　
　
る
こ
と
か
ら
先
送
り
と
し

　
　
ま
す
。 

　
②
水
道
会
計
に
つ
い
て
は
赤

　
　
字
経
営
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
平
成
17
年
度
か
ら
職
員
１

　
　
人
を
減
じ
た
こ
と
で
経
費

　
　
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
料
金
体
制
に
つ
い

　
　
て
は
従
来
ど
お
り
の
従
量

　
　
制
で
基
本
料
金
は
据
え
置

　
　
き
、
超
過
料
金
に
つ
い
て

　
　
は
平
成
18
年
４
月
使
用
分

　
　
か
ら
１
m
当
た
り
１
６
０

　
　
円
か
ら
１
７
５
円
（
税
別
）

　
　
に
改
め
ま
し
た
。 

　
③
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事

　
　
申
請
・
検
査
手
数
料
に
つ

　
　
い
て
は
、
水
洗
化
率
向
上

　
　
を
優
先
さ
せ
る
観
点
と
近

　
　
隣
市
町
村
で
も
徴
さ
れ
て

　
　
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
分

　
　
の
間
は
現
行
ど
お
り
徴
し

　
　
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。 

　
④
水
道
の
配
水
設
備
申
請
・

　
　
検
査
手
数
料
に
つ
い
て
、

　
　
６
０
０
円
か
ら
１
，
０
０

　
　
０
円
に
改
め
ま
し
た
。 

  
公
共
施
設
使
用
料
 

　
①
各
公
共
施
設
の
管
理
主
体

　
　
の
変
更
も
検
討
し
た
後
、

　
　
負
担
基
準
を
統
一
し
、
適

　
　
正
な
使
用
料
に
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
併
せ
て
減
免
基
準

　
　
の
見
直
し
も
行
い
ま
す
。 

  
ご
み
収
集
手
数
料
 

　
①
平
成
18
年
５
月
か
ら
可
燃

　
　
袋
（
大
）
を
50
円
か
ら
　

　
　
75
円
に
、
可
燃
袋
（
小
）

　
　
を
30
円
か
ら
45
円
に
引

　
　
き
上
げ
し
た
。 

  
健
康
診
査
徴
収
金
 

　
①
年
齢
区
分
や
健
康
診
査
徴

　
　
収
金
を
見
直
し
、
平
成
18 
 

　
　
年
度
か
ら
は
70
歳
以
上
か

　
　
ら
も
受
診
料
を
徴
収
し
ま

　
　
す
。 

　
②
減
免
基
準
に
つ
い
て
も
　

　
　
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
　
 

    
特
定
目
的
基
金
の
創
設
 

　
①
中
期
的
事
業
計
画
を
策
定

　
　
す
る
と
と
も
に
優
先
順
位

　
　
を
つ
け
、
併
せ
て
基
金
を

　
　
事
業
費
の
２
分
の
１
を
目

　
　
途
に
積
み
立
て
る
よ
う
条

　
　
例
制
定
を
行
い
ま
す
。 

　
②
災
害
対
策
の
た
め
の
（
仮

　
　
称
）
防
災
ま
ち
づ
く
り
対

　
　
策
基
金
条
例
を
制
定
し
、

　
　
積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。 

     
助
役
・
収
入
役
の
う
ち
、 

　
一
役
の
欠
員
不
補
充
 

　
①
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
収
入
役
を
欠
員
と
し
、
平

　
　
成
18
年
8
月
１
日
か
ら

　
　
収
入
役
を
廃
止
し
ま
す
。 

  
特
別
職
等
の
報
酬
見
直
し
 

　
①
町
長
、
助
役
、
収
入
役
お

　
　
よ
び
教
育
長
の
報
酬
を
10 
 

　
　
％
減
額
し
ま
し
た
。 

  
職
員
給
料
の
削
減
 

　
①
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
、

　
　
職
員
給
料
を
５
％
程
度
削

　
　
減
し
て
い
ま
す
。 

  
非
常
勤
特
別
職
の
見
直
し
 

　
①
各
種
審
議
会
の
う
ち
、
町

　
　
土
地
開
発
基
金
運
営
審
議

　
　
会
の
廃
止
を
検
討
し
ま
す
。 

　
②
報
酬
に
つ
い
て
の
検
討
を

　
　
行
い
ま
す
。 

3
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管
理
職
手
当
の
見
直
し
 

　
①
管
理
職
手
当
を
給
料
の
10 
 

　
　
％
か
ら
５
％
に
半
減
し
ま

　
　
し
た
。 

  
期
末
手
当
削
減
 

　
①
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
、

　
　
全
職
員
の
期
末
手
当
を
0.2 
 

　
　
か
月
分
削
減
し
て
い
ま
す
。 

  
嘱
託
職
員
の
削
減
 

　
①
事
務
嘱
託
職
員
を
原
則
と

　
　
し
て
廃
止
と
し
ま
し
た
。 

　
 5

、
経
費
支
出
の
見
直
し 

6
、
補
助
金
・
負
担
金
の 

　
　
見
直
し 

 
交
際
費
の
見
直
し
 

　
①
交
際
費
支
出
基
準
お
よ
び

　
　
運
用
指
針
を
策
定
し
ま
す
。 

　
②
祝
い
金
、
弔
慰
金
、
見
舞

　
　
金
、
記
念
品
な
ど
で
可
能

　
　
な
も
の
に
つ
い
て
は
連
名

　
　
と
し
、
５
％
削
減
し
ま
す
。 

 
視
察
研
修
の
見
直
し
 

　
①
視
察
研
修
は
廃
止
若
し
く

　
　
は
隔
年
実
施
と
し
ま
す
。 

  
視
察
研
修
の
見
直
し
 

　
①
設
計
業
務
に
つ
い
て
は
委

　
　
託
内
容
の
見
直
し
を
行
い

　
　
５
％
削
減
し
ま
す
。 

　
②
各
種
点
検
業
務
に
つ
い
て

　
　
は
、
点
検
回
数
な
ど
の
見

　
　
直
し
を
行
い
５
％
削
減
し

　
　
ま
す
。 

　
③
清
掃
業
務
に
つ
い
て
は
、

　
　
回
数
の
見
直
し
な
ど
を
行

　
　
い
５
％
削
減
し
ま
す
。 

　
④
シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
委
託

　
　
料
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

　
　
い
、
平
成
19
年
度
予
算
に

　
　
反
映
さ
せ
ま
す
。 

  
報
償
費
の
見
直
し
 

　
①
報
償
費
の
見
直
し
を
行
い

　
　
廃
止
若
し
く
は
縮
小
に
よ

　
　
り
、
総
額
で
５
％
削
減
し

　
　
ま
す
。 

　
②
税
の
納
期
前
前
納
報
奨
金

　
　
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年

　
　
度
限
り
で
廃
止
し
ま
し
た
。 

  
書
籍
・
購
読
料
の
見
直
し
 

　
①
課
ご
と
の
判
断
に
委
ね
ら

　
　
れ
て
い
る
書
籍
・
購
読
料

　
　
を
、
公
費
支
出
と
し
て
の

　
　
妥
当
性
お
よ
び
金
額
を
検

　
　
討
・
精
査
し
総
額
で
５
％

　
　
削
減
し
ま
す
。 

  
庁
用
車
台
数
の
削
減
及
び
軽

　
自
動
車
へ
の
移
行
 

　
①
公
用
車
21
台
を
当
面
５
台

　
　
削
減
し
、
計
16
台
に
す
る

　
　
と
と
も
に
、
更
新
時
は
軽

　
　
自
動
車
へ
切
り
替
え
ま
す
。 

　
②
あ
る
べ
き
公
用
車
台
数
を

　
　
検
討
し
ま
す
。 

      
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
 

　
①
総
額
４
２
０
万
円
の
削
減

　
　
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
平

　
　
成
17
年
度
予
算
で
削
減
済

　
　
み
の
補
助
金
は
据
え
置
き

　
　
と
し
ま
す
。 

  
一
部
事
務
組
合
負
担
経
費
（
負

　
担
金
）
の
見
直
し
 

　
①
一
部
事
務
組
合
に
、
経
費

　
　
の
節
減
を
求
め
て
い
き
ま

　
　
す
。 

  
各
種
団
体
負
担
金
の
見
直
し
 

　
①
団
体
か
ら
の
脱
退
若
し
く

　
　
は
負
担
金
の
減
額
を
求
め

　
　
て
い
き
ま
す
。 

      １
．
勤
務
評
定
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
勤
務
評
定
の
改
善
・
見
直
し
 

　
①
客
観
的
評
価
と
自
己
評
価

　
　
が
著
し
く
異
な
る
場
合
は
、

　
　
面
談
な
ど
に
よ
り
本
人
に

　
　
通
知
す
る
な
ど
、
制
度
の

　
　
改
善
を
行
い
ま
す
。 

 2
．
職
員
の
能
力
向
上
 

  
職
員
提
案
制
度
の
推
進
 

　
①
現
在
実
施
中
の
、
職
員
に

　
　
よ
る
「
業
務
改
善
提
案
制

　
　
度
」
の
ほ
か
、
町
政
全
般

　
　
に
お
け
る
政
策
提
案
を
制

　
　
度
化
し
ま
す
。 

  
職
員
研
修
の
強
化
 

　
①
近
隣
市
町
村
と
の
人
事
交

　
　
流
を
積
極
的
に
実
施
し
ま

　
　
す
。 

　
②
測
量
設
計
な
ど
の
技
術
を

　
　
習
得
・
強
化
す
る
た
め
、

　
　
技
術
職
員
の
研
修
を
実
施

　
　
し
ま
す
。 

  
自
主
研
修
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
 

　
①
自
主
研
修
グ
ル
ー
プ
へ
の

　
　
活
動
支
援
制
度
を
導
入
し

　
　
ま
す
。 

     

  １
．
税
源
確
保
の
検
討
 

  
税
源
確
保
の
検
討
 

　
①
町
財
政
の
危
機
的
状
況
か

　
　
ら
脱
出
す
る
た
め
、
人
件

　
　
費
や
需
用
費
な
ど
の
削
減
、

　
　
各
種
事
業
の
規
模
縮
小
な

　
　
ど
で
歳
出
の
抑
制
を
図
り

　
　
ま
す
。 

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
改

　
　
革
に
よ
る
行
財
政
コ
ス
ト

　
　
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
た
に

　
　
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
税
な

　
　
ど
の
減
収
に
よ
る
財
源
不

　
　
足
が
生
じ
る
場
合
は
、
超

　
　
過
税
率
の
導
入
に
よ
る
税

　
　
源
確
保
の
検
討
が
必
要
と

　
　
考
え
ま
す
。 

Ⅴ 

職
員
の
意
識
改
革
と 

能
力
向
上  

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

 
役
場
総
務
企
画
課
 

　
T
E
L
53
ー
2
5
1
1
 

　（
内
線
2
1
6
） 

今
後
の
懸
案
事
項
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下麻生で防犯パト隊発足 

母子保健推進員委嘱式 

◎
寄
付
・
寄
贈 

―
あ
り
が
と
う
 

　
　
ご
ざ
い
ま
す
―
 

《
川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》 

 

長
谷
川
　
哲
　
様
　
　
　
　
　
　
　 

…
…
…
…
…
…
…
5
０
，
０
０
０
円 

 

匿
名
　
様
（
授
産
施
設
指
定
寄
付
）

…
…
…
…
…
…
…
…
3
，
０
０
０
円 

 

匿
　
名
　
様
　
　
　
　
　 

…
入
浴
台
・
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
・

　
紙
お
む
つ 

 

匿
　
名
　
様 

…
…
…
…
…
…
…
…
マ
ッ
サ
ー
ジ
機 

寄付・寄贈  

　
社
会
福
祉
な
ど
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
、
寄
付
・
 

寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

4
30

（日） 　下麻生地区の防犯パトロール

隊の発足式が北部公民館で開かれ、

パトロール隊員や住民ら約100人

が参加しました。 

　登下校時の児童生徒や高齢者

の安全を守るのが目的で、自主

的に84人の隊員で結成されました。 

　隊長の羽田堅治さんはあいさ

つの中で、「地域の安全は地域

で守るという連帯性が、犯罪発

生の抑止力になる」と抱負を話し、

また児童を代表して佐伯誠哉君

も「知らない人の車に絶対乗りません」と誓いを述べてくれました。 

　今後は、黄緑色の帽子とベスト姿の隊員が下麻生地区の見回り活動を行います。 

 

　このたび、「川辺町母子保健推進員」の委嘱式

が行われました。母子保健推進員は地域と保健セ

ンターのパイプ役として子育て中のお母さんやそ

のご家族のよき相談相手となる方々で、乳幼児健

康診査のお手伝いや健康診査などの案内を各家庭

に配布する活動などを行います。12人の母子保

健推進員で構成されており任期は平成18年度、

19年度の2年間です。 

母子保健推進員 

　　《敬称略》 

上 川 辺：�畑　　いよ　　石　　神：加藤　せつ子　　中川辺上：垣下　　公子 

中川辺下：長谷部とし子　　西 栃 井：横山　とみ子　　下 川 辺：櫻井　　公子 

鹿　   塩：則武　あつ子　　下飯田・福島：石井　　千里　　比久見上：肥田　　宏子 

比久見下：小栗　　政子　　下 吉 田：馬場　三保子　　下 麻 生：水野　みち子 
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「東海大会出場」町長が激励 

　5月に行われた町消防操法大会、また６月末に行われる

加茂郡消防操法大会にむけて消防団の操法訓練が連日のよ

うに行われています。 

　操法大会とは、火災消火時に基本となる動作の正確さや

速さ（タイム）を競う大会です。 

　訓練を行っている中学校グラウンドでは、各分団の要員

の皆さんによる勇ましい声や素早い動きを見ることができ、

川辺町の安全を再確認することができます。 

　自衛隊の発展および自衛官の募集事務などの幅広い活動が認めら

れ、このたび岐阜県知事より「自衛隊募集事務功労者知事感謝状」

が太田嘉俊さん（比久見）と平岡三朗さん（石神）に授与されまし

た。写真は　太田さん 

防犯パトロール講習会を受けました 

「放水はじめ」消防団操法訓練 

5
11

（木） 

自衛官募集事務に感謝状 

　愛知県で6月 18日から開かれる第26

回レディースソフトボール大会（東海大

会）に出場する伊藤組レディースが役場

を訪れ佐藤町長に大会での健闘を誓いました。 

　町長が「体調に気を付けて良い成績が残せるよう頑

張ってきてください。」と激励すると「県の代表として

優勝できるよう頑張ってきます。」と決意を述べてくれ

ました。 

　一般の自動車に回転灯を装備することは法令で禁止されて

いますが、一定の条件を満たす場合（団体）には、防犯パト

ロールに使用する自動車へ青色回転灯を装備することができ

るようになりました。 

　これを受けて、町でも公用車に青色回転灯を装備して、パ

トロールができるように町職員が防犯パトロール講習を受け

ました。 

　講師の丸山善雄様、関口史郎様（加茂警察署生活安全課）

からパトロールの目的や警察への連絡などについてお話しをして頂き、職員らは真剣に受講しました。 



　　日常生活動作の低下サイン 
　□バスや電車等で１人で外出していない 

　□日用品の買い物をしていない 

　□預貯金の出し入れをしていない 

　□友人の家を訪ねていない 

　□家族や友人の相談にのっていない 

　　低栄養のサイン 
　□6ヶ月間で2～3kg以上の体重減少があった 

　□自分のＢＭＩが18.5未満である 

　　ＢＭＩの求め方 

　　体重（　）kg÷身長（　）ｍ÷身長（　）ｍ 

　　閉じこもりのサイン 
　□外出は週に１回未満である 

　□昨年と比べて外出の回数が減った 

　　認知症のサイン 
　□周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われる 

　□自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていない 

　□今日が何月何日かわからない時がある 

　　運動器の機能低下のサイン 
　□階段を手すりや壁をつたわらずには昇れない 

　□椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれない 

　□15分位続けて歩けない 

　□この１年間で転んだことがある 

　□転倒に対する不安が大きい 

　　口腔機能の低下サイン 
　□半年前に比べて固いものが食べにくくなった 

　□お茶や汁物等でむせることがある 

　□口の渇きが気になる 

　　うつ症状のサイン 

　□（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない 

　□（ここ２週間）これまで楽しんでやれたことが楽しめ 

　　　　　　　なくなった 

　□（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今では 

　　　　　　　おっくうに感じられる 

　□（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 

　□（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 

ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
希
望
つ
め
 

 
く
ぐ
る
校
門
警
備
員
の
立
つ
　
　
　
　
　
松
岡
　
久
美
 

金
平
糖
虹
の
色
し
て
夢
く
れ
ぬ
 

　
食
め
ば
追
憶
甘
く
流
る
る
　
　
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
 

涙
も
ろ
く
孫
ら
手
を
振
り
帰
り
ゆ
く
 

 
車
に
わ
れ
も
高
く
手
を
振
る
　
　
　
　
　
岩
井
三
千
代
 

忘
れ
い
し
ム
ス
カ
リ
の
花
咲
き
い
だ
し
 

 
そ
の
紫
に
旧
友
を
思
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
山
田
　
君
子
 

パ
ン
ジ
ー
の
萎
え
し
花
殻
摘
み
取
ら
れ
 

 
バ
ケ
ツ
の
底
に
未
練
呟
く
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
正
枝
 

亡
き
友
と
植
え
し
桜
の
並
木
道
 

 
花
仰
ぎ
つ
つ
想
い
こ
も
ご
も
　
　
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

水
仙
の
顔
を
そ
ろ
え
て
出
で
た
る
を
 

 
懐
し
き
人
に
ま
み
ゆ
る
心
地
す
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

老
木
の
根
方
に
二
輪
の
花
桜
 

 
紅
き
蕾
は
未
来
を
夢
む
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
志
ま
 

農
に
励
み
し
苦
闘
の
痕
か
 

 
膝
痛
は
カ
ク
カ
ク
鳴
き
て
吾
を
放
た
ず
　
赤
坂
富
美
子
 

列
車
牽
き
し
友
等
つ
ぎ
つ
ぎ
去
り
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介護予防のために、危険なサインを早期発見しましょう！！ 

危険なサインを早期発見！！ 
あてはまる項目にチェックをしてください。チェックの多い項目が特に要注意のサインです。 

 

介護予防とは、高齢者自身が、 
●介護を必要とする状態を未然に防ぐ 
●いまは介護が必要でも、できるだけからだの機能を改善することをいいます。 
　介護予防が目指しているものは、元気で自立した生活期間（健康寿命）をのば 
し、自分らしく生きがいをもって暮らせる生活を実現することです。 

介護予防やチェック項目については、川辺町地域包括支援センターにお問い合わせください♪ 
【問い合わせ先】川辺町地域包括支援センター　TEL 53-2511（内線151） 



フッ素は定期的に塗布することで効果が現れるものです。ご希望の人は歯科医院にお問い合わせください。 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

【問い合わせ先】川辺町保健センター　TEL 53-2511（内線152） 

　こどもの歯は、生後5か月頃から前歯が生え始め、1歳頃では前歯8本、1

歳6か月頃では約14～16本、3歳では20本となり、乳歯が生えそろいます。

（生えそろう時期には個人差があります。） 

　虫歯予防には、間食の時間や内容を考えたり、毎食後の歯みがきをして

口の中を清潔に保つことが一番有効です。                                                      

　乳歯は永久歯がうまく生えてくるための道しるべになるものです。乳歯

だからと虫歯について安易に考えず、生えかわるまで大切にしたいものです。

　保健センターでは、子どもの歯を守るために、妊娠中からの取り組みと

して、パンフレットの配布や妊婦学級の中で、胎児の歯について話をして

います。 

　また、食生活については、乳児期には離乳食指導、幼児期には、幼児食・

おやつ指導を実施しています。 

　歯の衛生や歯の質を高めるために、歯みがき指導を1歳6か月児健康診査、

2歳児歯科健康診査、3歳児健康診査で実施し、2歳児歯科健康診査では、歯

科医師の診察の後、歯の染め出しをし、歯科衛生士が歯の汚れ具合を保護

者と確認しながらブラッシング指導をしたり歯ブラシの選び方を指導して

います。口の中を清潔にした後、希望者にはフッ素塗布をします。 

こどもの歯の健康について こどもの歯の健康について こどもの歯の健康について 

1歳6か月児健康診査受診者

3歳児健康診査受診者 

１人あたりの虫歯の本数 虫歯がある人の割合 

0．025本 

0．95本 

1．25％ 

33．0％ 

（参考）平成17年度の虫歯の状況 

フッ素の効用 
 歯のエナメル質を強化し虫歯になりにくくします。 

4月中の届け出 

＊本人および届け出を出された方の希望
により掲載しています。〔掲載を希望さ
れる方は、届け出（戸籍届出・証明書請
求など）の際に住民課窓口に申し出てく
ださい〕 
＊敬称略 

上川辺　長谷川　竣　星　智　志  男

石　神　大　生　虎　史　　宏　  男 

中川辺　村　田　羽耶乃　勝　義  女 

中川辺　伊　藤　歩　空　　巧  　男 

西栃井　水　口　颯　汰　雄　志  男 

鹿　塩　井　戸　琢　巳　英　俊  男 

下飯田　山　田　柚　希　　司 　 女 

福　島　鷲　見　滉之助　雅　生  男 

比久見　堀　江　　光　　芳　浩  男 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 死　 

出　生 

石　神　　平　岡　博　之 
　　＝大垣市　　　疋　田　聖　子 
中川辺　　加　藤　雅　之 
 　＝美濃加茂市　田　口　夕　希 
西栃井 星　野　克　晃　 
　　＝美濃加茂市　荒　武　円　香 
下川辺 �　木　裕　弥　 
　　＝下川辺　　　板　橋　かおり 
下　田 佐　伯　誠　治　 
　　＝山県市　　　山　田　峰　子 

結　婚 

人　口……… 11，161人   （2減）  

男………………5，467人   （7減）  

女………………５，６94人   （5増）  

世帯数………３，585世帯 （32増） 

5/1現在（カッコ内は前年同月比） 

こうし 

はやの 

たくみ 

ゆずき 

ほだか 

そうた 

ひかる 

上川辺　　　　　　　　81歳　男 本人 

上川辺　   　　　　　　84歳　男 本人 

西栃井　　　　　　　　64歳　男 本人 

下川辺　　　　　　　　90歳　女 茂夫 

比久見　　　　　　　　81歳　男 本人 

下吉田　　　　　　　　95歳　男 健次 

下麻生　　　　　　　　78歳　男 本人 
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櫻 井トミエ  

鈴 村 末 枡  

長谷川安太郎 

大 野 透 宗  



教 室 開 催 

第17回 
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川辺町合併50周年記念事業 

第17回 

期　　　　日　平成１８年８月６日（日）　開会式：８時から 

開 催 場 所　岐阜県川辺漕艇場 

競漕種目など　小学4年生以上の方ならどなたでも参加できるよう、年齢や性別に合わせた12の   

　　　　　　　種目があります。また、レースは安定性の高い〈ナックルフォア艇〉を使用し、レー

　　　　　　　スの距離も500ｍと300ｍを設定しています。 

　 [主な種目]　○成年男子および同女子（漕手の合計年齢が140歳未満） 

　　　　　　　○壮年男子および同女子（漕手の合計年齢が140歳以上） 

　　　　　　　※この両種目は500ｍレースで、全国市町村交流レガッタ（本年は富山県南砺市　　

　　　　　　　　で開催）の選考対象種目となっています。 

　　　　　　　○ミックスの部（漕手２人以上が女性） 

　　　　　　　○実年男子および同女子（漕手の合計年齢が200歳以上） 

　　　　　　　○ファミリーの部や小・中学生の部 

参　加　料　 1クルー：3,000円（小・中学生クルーは免除） 

そ　 の　 他　未経験者や経験の浅い方を対象としたボート教室を 

　　　　　　　下記のように計画していますので、 活用ください。 　 

 

川 

辺 

町 

■開催期日：１回目 6月18日（日）　2回目 7月2日（日）　3回目 7月16日（日） 

■開催時間：毎回13：30～16：00　　　■開催場所：岐阜県川辺漕艇場　　　 

■参 加 料：100円／１人１回 

◇レガッタ、教室ともに詳細および申込みにつきましてはＢ&Ｇ海洋センター（53ー2911）にお問い合せください。 

　「気持ち良さそうだな、機会があれば一度漕いでみたいな。でも、おっかないなー」とチャ

レンジはしてみたいけど、尻込みが優先していた皆さん、今年もボート教室を開催します。

最初は緊張による冷や汗と全身運動による汗でＴシャツはびっしょりとなりますが、他のま

ちでは体験できないボートの魅力は、それ以上の楽しさをきっと与えてくれると思います。 

　『ふれあいレガッタ』の参加を問わず、小学4年生以上の方なら、どなたでも参加が可能で

す。また、初めて『ふれあいレガッタ』に参加されるクルーの皆さんは、レガッタ本番にリ

ズム良く力が出し切れるよう、ふるってご参加ください。 

  川辺を象徴する夏の風物詩、「ふれあいレガッタ」を開催します。平成元年から始まった

このレガッタも今年で17回を数え、町内外の多くの人たちがボートの醍醐味や水辺のスポー

ツの爽快さを実感しています。また最近では、住民の皆さんで組織された実行委員会のメンバ

ーによる企画や準備、大会運営に加え、レガッタ当日には多くのボランティアスタッフのご協力

で、まさに『住民の手』によるイベントとして成長してきました。今年も例年に負けぬよう、水上が

熱く、愉快なレースが展開できるよう、万全の体制で準備を進めています。多くの皆さんの参加を心よ

りお待ちしています。 

だい ご　 み 



1.  定率減税の見直し 

　これまで所得割の15％（最高4万円）を減税していましたが、平成18年度は所得割の7.5％（最高2万円）

に半減されます。 

2.  老年者控除の廃止 

　65歳以上で年間の合計所得金額が1,000万円以下の人に適用されてきた老年者控除（控除額48万円）が

廃止されます。 

3.  65歳以上の人の非課税措置の見直し 

　65歳以上の人のうち前年の合計所得金額が125万円以下の人に対する非課税措置は、平成18年度町県民

税から段階的に廃止されます。 

　段階的とは、昭和15年1月2日以前に生まれた人で合計所得が125万円以下の人は、平成18年度は町県

民税の均等割額と所得割額の3分の2を減額、平成19年度は3分の1を減額することになります。なお、平

成20年度以降の減額はありません。 

4.  65歳以上の人の公的年金所得の計算方法の見直し 

5.  妻に対する均等割非課税措置の廃止 

　川辺町に均等割を納めている夫がいる妻には、平成16年度までは均等割がかかりませんでしたが、平成

17年度は2分の1の 2,000円（町1,500円、県500円）が課税されています。平成18年度以降は全額の

4,000円（町3,000円、県1,000円）が課税されます。（もちろん前年中の所得が均等割の非課税限度額以下

であれば課税されません） 

6.  前納報奨金制度の廃止 

　川辺町では平成18年度より町県民税、固定資産税の納期前前納報奨金制度を廃止します。 

　【問い合わせ先】役場税務課　TEL 53－2511（内線130・132） 

リバーサイドフェスティバル川辺21　－第30回川辺おどり・花火大会－ 

　あなたの「夢・願い」を花火玉に書き込み川辺の夜空を彩りませんか？みなさんの気持ちで彩った花火は

きっと夏の思い出として心に残るでしょう。 

あなたの願いを花火に込めて 

平成18年度  個人町県民税の主な改正点について 平成18年度  個人町県民税の主な改正点について 平成18年度  個人町県民税の主な改正点について 

「夢花火」 「夢花火」 「夢花火」 に参加しませんか 

【問い合わせ先】 川辺町商工会（平日9:00～17:00）TEL53-2327

【日　　　　　時】　　　　８月12日（土）19:45～20:30 

【場　　　　　所】　　　　川辺町役場周辺 

【募　集　期　間】　　　　6月12日（月）～7月31日（月） 

【協　賛　金　額】　　　　3,000円より 

【募　集　対　象】　　　　個人、グループ、団体等 

【夢・願い事の例】　 

誕生祝、結婚記念、家内安全、新築祝、成人祝、結婚祝、入学祝、

健康祈願、還暦祝、交通安全、病気全快、合格祈願、その他願い事

など 

【申し込み方法】 

　商工会、役場産業環境課、中央公民館、B&G海洋センター、やす

らぎの家に備え付けの申込書に必要事項を記入の上、協賛金を添え

て川辺町商工会（夏祭り実行委員会）までお申し込みください。 

改　　正　　前 

公的年金等の収入金額（A） 

改　　正　　後 

所　　　得 公的年金等の収入金額（A） 所　　　得 

260万円未満 

260万円～460万円 

460万円～820万円 

820万円超 

(A)－140万円 

(A)×75％－75万円 

(A)×85％－121万円 

(A)×95％－203万円 

330万円以下 

330万円～410万円 

410万円～770万円 

770万円超 

 

(A)－ 120万円 

(A)× 75％－37.5万円 

(A)× 85％－78.5万円 

(A)× 95％－155.5万円 
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3人 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9:00～12:30 

　　　　　　　　午後の部　13:30～17:00 

〈閉　 館　 日〉日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈開 館 時 間〉　9:30～11:30/12:30～16:00  
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童とその保
　　　　　　　護者  
〈問い合わせ先〉　子育て支援センター 
　　　　　　　TEL 53－4388

☆子育て相談 
　土・日曜日、祝日を除く毎日　9:30～16:30 
　子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気
軽に、ご相談ください。 
　お電話も、お待ちしています。TEL 53－4388

☆保健師による発育測定・発育相談 
　毎月１回、町保健センターの保健師が測定します。
お子さんの発育についての疑問・不安などについて、
お気軽にご相談ください。 
〈日　時〉7月24日（月）　10:00～11:00 
〈持ち物〉母子手帳、バスタオル 

☆『わくわくタイム』毎週金曜日　10：00～ 
　親子で一緒に作ったり、体を動かして遊んだり
するお楽しみの時間です。（自由参加です） 

　おもちゃ作りの後、作ったおもちゃを使ってプ
ールで遊びますので、プールへ入りたい人はプー
ル遊びの準備をしてきてください。 

☆遊び場の開放 
　好きな時間に、親子で自由に遊びに来てください。 
7月10日（月）から毎日（天気の良い日のみ）プー
ル遊びも行っています。持ち物・時間・約束など、
詳しくは「子育て支援センターだより7・8月号」を
ご覧ください。 

☆『にこにこタイム』毎週火曜日　10：00～ 
　絵本の読み聞かせやパネルシアターなど、楽しい
お話の時間です。（自由参加です） 
●プール遊び期間〈7/10（月）から8月末まで〉の
　にこにこタイムはお休みです。 

映写会（毎月第１土曜日） 
13：30～ 

工作の日（毎月第３土曜日） 
13：30～ 

　大きなスクリーンで見るのは大迫力！ 

童話や物語を上映しています。親子の参加も 

大歓迎です。 

（事前の申し込みは、必要ありません） 

　7月は、ウォーターゲーム作りを行います。 

定員制ですので、お早めにお申し込みください。 

　　1（土）　映写会 

　　3（月）　キッズリトミック 

　　8（土）　なかまあそびの日 

　 15（土）　工作の日 

　 18（火）　キッズアスレチック 

　（予定は、変更になることもあります） 

【7月の主な行事予定】 

 　7日（金）　水遊びのおもちゃ作り 

【7月の主な行事予定】 

●プール遊び期間 
　〈 7/10（月）から 
　８月末まで〉のわく 
　わくタイムは 
　お休みです。 
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　 3日（月）　　PTA参観日（北小学校） 

　 5日（水）　　PTA参観日（東小学校・低学年） 

　 5日（水）　　PTA参観日（西小学校） 

　 6日～7日　　 美浜宿泊学習（東小学校）   

　 7日（金）　　七夕まつり（第三保育所） 

　 8日（土）　　楽器発表会（第一・第二保育所） 

　16日（日）　　いきいき体験隊（町内３保育所） 

　20日（木）　　終業式（各小・中学校） 

　29日（土）　　夜の集い（第一・第二保育所） 

  

　◆マリンスポーツフェスティバル 

　30日（日）　　B&G海洋センター 

  

　◆心配ごと相談 

　19日（水）　9:00～12:00　やすらぎの家 

  

　◆無料法律相談 

　12日（水）　13:00～16:00　やすらぎの家 

  

　◆ごみ収集 

　17日（月）　燃えないごみ（金物類） 

　　　　　　　資源ごみ（食用空き缶） 

　　　　　　　粗大ごみ（燃えないもの） 

　 2日（日）　トレー・発泡スチロール 

　　　　　　　（提出時間9:00～11:00） 

 12・13日　　　　蛍光管 

 12 ・13・26・27日　ペットボトル 

 14・28日　　　　その他プラスチック 

 

（都合により日時などが変更になることもあります。） 

～下水道区域のくみ取り便所、浄化槽の家は下水道への早期接続をお願いします～ 

※【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-2511 (内線223) 

 

●水洗化人口、世帯 
　下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率 
　下水道整備区域のうちの下水道利用割合 
●区域内人口 
　下水道整備区域の人口 
 

下水道の接続状況（平成18年4月30日現在） 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

区 域 内 人 口  

5,179人 1,615世帯 63.1% 
 

ー6.6% 
 

+1人 +8世帯 

8,208人（対前年＋777人） 
 

7

※お願い 
 

1. 採用人員 

　・消防吏員　若干名 

2. 受験資格 

　・大学卒業(見込)程度【上級】 

　　昭和57年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた人 

　・短大卒業(見込)程度【初級】 

　　昭和59年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれた人 

　・高校卒業(見込)程度【初級】 

　　昭和61年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人 

　・救急救命士有資格者【上級、初級】 

　　昭和54年4月2日以降に生まれた人 

　・救急救命士国家試験受験資格を有する人(見込含む)【上級、初級】 

　　昭和54年4月2日以降に生まれた人 

　　※いずれも通勤可能な人 

上 下 水 道 課 か ら の ご 案 内  

3. 受付期間 

　・平成18年7月3日(月)～7月31日(月) 

　　(受験申込書交付は、平成18年6月21日(水)から) 

4. 試験の日時、場所 

　・第1次試験(教養試験、適性検査)　可茂消防事務組合 

　　平成18年9月17日(日)　午前8時30分 

　・第2次試験(体力試験)中央体育館プラザちゅうたい 

　　平成18年9月25日(月)　午前8時30分 

　　※第1次試験受験者を対象とします。 

　・第3次試験(口述、作文および実地試験)可茂消防事務組合 

　　平成18年10月中旬(予定)午前8時30分 

　※第1次・第2次試験の合格者を対象とします。 

【問い合わせ先】 

　　消防本部総務課　TEL 0574-26-0144 

可茂消防事務組合は、来春採用予定の消防職員を募集します。 

※水洗化人口については４月中の移動等による区域内人口減のため前月比１人増となっていますが、水洗化世帯数は増加の
　傾向にあります。 
※平成18年4月1日より上川辺の一部と石神の一部が下水道整備区域に加わりました。これに伴い区域内人口が前年より増加
　しているため水洗化率がマイナスとなっています。 
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(2)テーマ　 

「わが庭の花かざり紹介」 

【問合先】 

(財)花の都ぎふ花と緑の推進セン

ター 

〒509-0213 

可児市瀬田1584-1　花フェスタ

記念公園内 

TEL(0574)63-7373　　

FAX(0574)63-7374 

E-mail：hanasen@fandg.gifu-net.jp 

【その他】 

参加賞として、花フェスタ記念

公園入場券2枚を応募者全員へ贈

呈。 

 

男女共同参画週間 

「参画で　職場に活気　家庭にゆ

とり」 

　毎年６月23日から29日までの１週

間は男女共同参画週間です。男性

と女性が職場で学校で地域で家庭

で、それぞれの個性と能力を発揮で

きる男女共同参画社会。その実現

のためには国や地方公共団体だけ

でなくみなさん一人ひとりの取組が

必要です。私たちのまわりの男女の

パートナーシップについて、この機会

に考えてみませんか？ 

【問合先】役場総務企画課　

TEL53-2511（内線215） 

 

第27回青少年国際交流キャンプ 

　日本全国の青少年と在日外国人

青少年と一緒にキャンプや富士登

山をしませんか? 

【期間】 

8月3日(水)～7日(日)4泊5日 

【場所】 

山梨県山中湖村営キャンプ場 

【定員】 

日本人140人・外国人40人 

【対象】 

小4～中3まで 

【締切】 

7月8日(金) 

【費用】 

名古屋駅より参加の場合 

小学生　56,000円 

中学生　62,000円 

【問合先】 

文部科学省所管(財)国際青少年研

修協会 

TEL 03-3359-8421 

FAX 03-3354-2207 

E-mail info@kskk.or.jP 

 

平成18年度の年金額が変わります 

　平成17年の年平均の全国消費

者物価指数は前年比マイナス0.3%

であったため、平成18年度の年金額

は平成17年度の基本額を0.3%引

下げる改定が行われました。 

①老齢基礎年金 

792,100円(満額の場合) 

②障害基礎年金 

1級　990,100円 

2級　792,100円 

・加算額の対象者である2人までの

子についての加算額各227,900円 

・加算額の対象者である3人目以降

の子についての加算額各75,900円 

③遺族基礎年金 

792,100円 

○妻が受ける遺族基礎年金の加算

額 

・加算額の対象者である2人までの

子についての加算額各227,900円 

・加算額の対象者である3人目以降

の子についての加算額各75,900円 

○受給権者である子が2人以上で

ある場合の遺族基礎年金の加算額 

・第1子(1人を除く)についての加算

額各227,900円 

・第3子以降の子についての加算額

各75,900円 

④振替加算額 

227,900円×生年月日別乗率 

○新年金額の支払は、平成18年6

月定期支払(4,5月分)からとなります。 

※年金額の改定通知書は、原則と

して5月下旬から6月上旬の間に送

付されます。 

  

　各種厚生年金(老齢・遺族・障害

年金等)につきましても、0.3%引下げ

る改定が行われます。 

　変更後の年金額につきましては、

5月下旬から6月上旬の間に送付さ

れる年金額改定通知書でお知らせ

いたします。 

 

 

 

年金相談の時間延長について 

　岐阜県内の社会保険事務所(高

山事務所を含む)および岐阜年金相

談センターでは、年金相談を毎週月

曜日は午後7時まで実施しております。 

　(月曜日が祝日の場合は火曜日に

実施いたします) 

※なお、月曜日が月末の場合はオン

ラインシステムの都合で、実施してお

りませんのでご注意ください。(年内は

平成18年7月31日が実施しない日に

なります) 

○昼間に時間が取れない人など、ご

利用ください。 

  

休日でも年金相談が受けられます  

　平成18年4月以降の毎月第2土

曜日については岐阜県内の社会保

険事務所(高山事務所を含む)および

岐阜年金相談センターにて、年金相

談を実施しております。 

○平日に時間の取れない人は、ぜひ

ご利用してください。 

※受付時間：9:30～16:00 

【問合先】 

役場住民課 

TEL 53-2511（内線125） 

美濃加茂社会保険事務所 

TEL 25-8181
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～from the Mayor's Desk～ 

　昭和46年 10月に秩父宮妃殿下をお迎えし、川辺漕艇場に

おいて「第2回全日本女子選手権漕艇大会」が開催されました。

ご臨席された妃殿下は、川辺町の自然にも深く感動され、た

いへんお喜びになられました。当時の田原太義町長が妃殿下

のご来町の御礼に宮家を訪問した際、皇居のお堀に浮かぶ白

鳥をいただきたいとお願いしたところ、翌年の2月に白鳥ひ

とつがいが皇居よりお輿入れしました。 

　昭和50年代まで、この白鳥は川辺町のシンボル的存在とし

て川辺ダム湖に優雅な詩情を醸し出していました。白鳥の死後、

多くの人が惜しみ悲しんだため剥製にし、「川辺町の歴史の証」

として展示しています。　　　　　　　　　　　　 

 　　　　　　　　　　　　　　　　～白鳥の由来より～ 

57 白  鳥  白  鳥  白  鳥  

花かざりコンクール 

　美しく住みよい街づくりをめざして

行われる花かざりコンクールの募集が、

行われています。家庭で楽しんでい

る花かざり、地域の人に見てもらい楽

しんでもらう花かざりなど、たくさんの

応募をお待ちしています。  

【応募対象】 

庭、石垣、壁面、花壇、農用地などが

花で飾られ、快適な環境づくりと景

観の美化に取り組まれている岐阜県

内の建物、施設、地域。 

応募は次の部門に分かれます。  

（１）個人部門 

　①ガーデンの部 

　②ミニスペースの部  

（２）団体部門  

（３）店舗部門  

（４）企業部門  

（５）市町村部門  

【申し込み方法】  

（１）応募用紙配布場所 市役所、町

村役場、県振興局、(財)花の都ぎふ

花と緑の推進センター  

（２）応募用紙の提出先 市役所また

は町村役場  

（３）申込期間 平成１８年７月２４日(月)

まで  

【問合先】  

（財）花の都ぎふ花と緑の推進セン

ター  花の都ぎふ推進グループ  

〒509-0213　 

可児市瀬田1584-1　花フェスタ記

念公園内 

TEL(0574)63-7373　　

FAX(0574)63-7374 

E-mail：hanasen@fandg.gifu-net.jp 

 

「わが家のお庭紹介」 

　「わが家のお庭紹介」では、県内で

花かざりを楽しまれている個人・団体

などを広く募集し、「花の都ぎふ」運

動の中核拠点施設である花フェスタ

記念公園内にて紹介することで、「花

の都ぎふ」運動の県民総参加を目指

しています。 

【応募資格】 

花かざりを楽しまれている県内在住者 

【応募期間】 

平成１８年７月２４日(月)まで 

【応募申込の方法】 

(1)応募規定 

参加申し込みは、応募用紙により本

人が申し込む。 

　平成１７年４月１日以降に撮影した写

真3枚以内(ネガと共に)および応募

用紙に必要事項を記入の上、申込む。

デジタルカメラで撮影した場合は、メ

ールにての応募も可能。応募用紙は、

市町村、各振興局・振興事務所、(財)

花の都ぎふ花と緑の推進センターに

て配布。 

6月の税 
 町県民税　　　　1期 

 国民健康保険税　3期 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　6月30日まで 

　川辺町役場玄関ロビーには、剥製となった白鳥が
来庁されるお客様をお迎えしています。ダム湖に暮
らしたころの白鳥は、小魚たちと遊び、川辺の自然
を楽しみ、若人たちのボートレースを観戦していた

のではないでしょうか。 
　去る4月27日、岐阜グランドホテルにおいて第67
回国体・岐阜県準備委員会の第5回総会が開催され、
ボート競技会場地に川辺町が決定（内定）いたしま
した。岐阜国体の開催は昭和40年についで2度目で、
平成24年（2012年）の予定です。 
　昭和 45年第１艇庫完成以来、2度の全日本女子選
手権（昭和45・46年）、東アジア国際大会（昭和63年）、
全国市町村交流レガッタ（平成8年）、全国高校総体（平
成12年）ほか、多くの競漕大会を開催してきた「ボ
ート王国かわべ」の力量がいまこそ問われるときが
きたと思います。財政難のおりから、質素ではある
けれども心のこもった、すばらしい大会にしたいと
思います。皆様のご支援ご協力を切にお願い申し上
げます。 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　川辺町長　佐藤光宏 

Ｂ＆Ｇ海洋センター 



町　章 

5月30日 
の給食 

16

材
料
（
5
人
分
） 

鶏
も
も
肉（
切
り
身
）…
…
…
5
き
れ 

塩 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々 

酒
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
1

生
姜
…
…
…
…
…
…
小
1
か
け 

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
… 

三
温
糖
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１ 

醤
油
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

み
り
ん
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

酢
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
／
３ 

唐
辛
子
…
…
…
…
…
…
…
適
宜 

り
ん
ご（
す
り
お
ろ
す
）…
１
／
３
個 

作
り
方 

１
、
肉
に
﹇ 

﹈
の
下
味
を
つ
け
て

　
お
く
。 

２
、
天
板
に
油
を
引
き
、
1
に
こ

　
げ
め
が
つ
く
く
ら
い
に
焼
く
。 

３
、
□
の
た
れ
を
煮
て
お
く
。 

 

（
リ
ン
ゴ
は
最
後
に
入
れ
る
） 

4
、 

2
に
、
3
を
か
け
て
で
き
あ

　
が
る
。 

  

一
口
メ
モ 

・
鶏
肉
は
、
食
べ
や
す
く
、
焼
い

た
り
、
煮
た
り
、
油
で
揚
げ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
料
理
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

・
こ
の
料
理
は
、
鶏
肉
を
か
ら
り

と
焼
く
の
が
こ
つ
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
、
酸
味
の

あ
る
た
れ
が
お
い
し
い
で
す
ね
。

こ
ん
な
料
理
は
い
か
が
？ 

是
非
試
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
の

付
け
合
わ
せ
に
は
、
ゆ
で
た
野
菜

も
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…  

タ
ン
パ
ク
質
…
…
4
・

3
g 

脂 

質
…
…
…
…
…
3
・

9
g kcal

米
田
城
主
の
菩
提
寺
 

米
田
城
主
の
菩
提
寺
 

鶏肉のリンゴソース焼き 

その10
　
米
田
城
主
肥
田
氏
一
族
の
菩
提

寺
は
、
竜
洞
寺
（
比
久
見
）
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
寺
は
、
天
文
年
間

（
一
五
三
二
〜
）
に
、
創
建
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
ほ
か
米
田
城
の
北
側
に
は
、

永
福
寺
あ
る
い
は
松
泉
寺
と
い
う

寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
米
田
城

の
落
城
に
よ
っ
て
、
廃
寺
と
な
り

ま
し
た
。
 

             　
竜
洞
寺
は
、
文
禄
元
年
（
一
五

九
二
）
に
清
泰
寺
（
美
濃
市
）
に

よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
肥
田
玄
蕃
（
げ
ん
ば
）
な
ど

の
一
族
の
霊
位
が
ま
つ
ら
れ
た
の

で
し
た
。
 

 

　
そ
の
後
、
天
明
元
年（
一
七
八
一
）

に
再
度
建
立
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
 

　
寺
の
裏
山
に
、
玄
蕃
の
墓
と
い

わ
れ
る
五
輪
塔
や
、
印
塔
が
ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
肥
田
氏
ゆ
か
り

の
什
器
も
寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
を
引
く
の
は
、
四
輪
つ
き
の
長

持
ち
で
す
。
恐
ら
く
合
戦
用
と
し

て
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
玄
蕃
が
着
用
し
た
と
い
わ
れ
る

武
具
（
鎧
・
兜
）
は
、
阿
夫
志
奈

神
社
（
上
川
辺
）
に
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
肥
田
氏
は
玄
蕃
の
子
、
主
水
（
別

名
：
忠
義
）
の
代
に
な
っ
て
、
尾

張
徳
川
氏
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
以
来
子
孫
は
、
先
祖
供

養
と
寺
の
保
護
に
つ
と
め
た
の
で

し
た
。
 

　
米
田
城
合
戦
の
記
録
に
、
玄
蕃

の
子
の
長
寿
丸
が
戦
死
し
て
、
上

川
辺
の
神
社
の
一
画
に
葬
ら
れ
る

一
節
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
場
所
は
不
明
で
し
た
。
 

　
十
数
年
前
、
地
区
の
人
々
の
調

査
に
よ
り
、
墓
の
跡
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
め
て
手
厚

く
葬
ら
れ
た
の
で
す
。
阿
夫
志
奈

神
社
の
奥
の
川
べ
り
に
あ
る
の
が

そ
の
墓
地
で
す
。
 
 

　
 

　
　
　
　
川
辺
町
文
化
材
調
査
室
 

 
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
尚
年
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